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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 本研究は、サンティアゴ・デ・コンポステーラ巡礼路において「聖墳墓教会」が存  

在する意味を考察するとともに、「聖墳墓教会」の建築的特質を明らかにし、サンテ  

ィアゴ・デ・コンポステーラ巡礼路における「聖墳墓教会」が果たした役割を明らか  

にすることを目指すものである。  

 ラテン十字式の平面プランの特殊発展形として、巡礼者に聖遺物を効率よく拝観さ  

せることを目的とした「巡礼路様式」の教会群とは極めて対照的に、エルサレムの聖  

墳墓教会の「復活円堂」（アナスタシス・ロトンダ）を模した集中式平面プランを採  

用した教会が巡礼路上にあることの意味、そして巡礼者に対して果たした役割につい  

て考察を行う。  

 

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔サ ン テ ィ ア ゴ ・ デ ・ コ ン

ポステーラ巡礼路      
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 本研究は、サンティアゴ・デ・コンポステーラ巡礼路において「聖墳墓教会」が存  

在する意味を考察するとともに、「聖墳墓教会」の建築的特質を明らかにし、サンテ  

ィアゴ・デ・コンポステーラ巡礼路における「聖墳墓教会」が果たした役割を明らか  

にすることを目標にした。  

 サンティアゴ・デ・コンポステーラ巡礼路における「集中式教会建築」の一つであ  

るトーレス・デル・リオに存在する「聖墳墓教会」を対象とし、建築学的に分析する  

ことを通して、サンティアゴ・デ・コンポステーラ巡礼路に存在する「聖墳墓教会建  

築」が、オリジナルであるエルサレムの「聖墳墓教会」との関係性を明らかにし、巡  

礼路において果たした機能とその意味とを検討することを目的としている。  

 そのため、サンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路における集中式教会建築の  

一つとしてトーレス・デル・リオの聖墳墓教会を取り上げ、歴史的な背景や建設の経  

緯、そして建築的特質の分析を合わせて検討し、考察を進めた。  

 前提として、サンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路の成立にかかる経緯を確  

認し、それが聖人崇拝と聖遺物崇拝という中世のキリスト教会を特徴づけた宗教現象  

の中で成立したことを確認した。そして同時に、巡礼という宗教現象が複合的なもの  

であり、その宗教性という観点についてだけでも、復活信仰に焦点をおいた古代の巡  

礼と、聖遺物崇拝に焦点をおいた中世の巡礼といった内実の異なる宗教意識が絡みあ  

った重層的な現象であったことを確認した。そして、それぞれに中身の異なる宗教意  

識の目に見える表現として、バシリカ式、集中式、ラテン十字式、巡礼路様式といっ  

た様々の様式が生み出されてきたことを確認した。その中で、集中式教会建築が、古  

代ローマの墳墓の建築様式を継承した死と再生を象徴する建築様式としてキリスト教  

会に受け継がれ、それがさらに復活信仰を象徴するものとして発展を遂げたことを確  

認した。その上で、トーレス・デル・リオの「聖墳墓教会」が、その名を冠し、それ  

に献げられたエルサレムの「聖墳墓教会」からの影響を「聖墳墓教会」を「写し」た  

他の教会と比較することによって考察した。そして、エルサレムの聖墳墓教会が、テ  

ンプル騎士団を介して、もしくはより広い意味におけるテンプル騎士団の影響を介し  

て、トーレス・デル・リオの「聖墳墓教会」の成立に影響を与えた可能性を示した。  

 また、巡礼路上の「聖墳墓教会」が巡礼者にとって果たした役割を考察し、「聖墳墓 

教会」が、古代の巡礼が有していた、中世の聖遺物信仰とは異なる信仰のあり方を中  

世の巡礼者に示す役割を果たしていたのではないかという位置付けを示そうとした。

そして、トーレス・デル・リオの「聖墳墓教会」の建築的な特質について、オリジナ  

ルであるエルサレムの「聖墳墓教会」とエルサレムの「聖墳墓教会」を「複製」した  

他の「聖墳墓教会」の主要な要素を抽出し、比較した。そして、オリジナルであるエ  

ルサレムの「聖墳墓教会」を「写す」過程において重要なのは、教会の形態をそのま  

ま「複製する」ことではなく、「 8」という数の象徴性や形式を「写す」ことであった  

とする R．クラウトハイマーの立論を手がかりに、トーレス・デル・リオに「写」さ  

れた「聖墳墓教会」が、オリジナルであるエルサレムの「聖墳墓教会」を想起させ、

エルサレムの「聖墳墓教会」が想起させようとしたキリストの復活と、復活したキリ  

ストの墓詣でとしての巡礼を想起させようとしたのではないかとの推定を得た。  

 また、実体変化説を背景としたキリストの十字架上の犠牲の再現としてのミサの舞  

台として整えられたラテン十字式平面プランとは異なる「集中式平面プラン」を持つ  

トーレス・デル・リオの「聖墳墓教会」が、当時、ミサ以外の儀式を行う空間として  

の機能を有していた可能性、より具体的には巡礼者の守護者として自らを任じたテン  

プル騎士団の叙任の祭儀を行なわれた可能性を示唆するとともに、サンティアゴ・デ・ 

コンポステーラの巡礼路上に存在する「聖墳墓教会」として、巡礼者にとっては灯火  

台としての機能を有していた可能性もあわせて示した。  

 トーレス・デル・リオの「聖墳墓教会」は、その名前が示す通り、サンティアゴ・デ・

コンポステーラの巡礼路上に存在するエルサレムの「聖墳墓教会」の「写し」として、

特別な機能と意味を持った教会であったものと思われる。  
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